
論

説

オ
ー
ス
ト
リ
ア
消
費
者
保
護
法

13 r"，JI幻法令6宅金 4f} (1983年)

同

次
一
山
中

ニ
消
山
災
者
同
開
後
仲
間
の
内
務

第
一
綴
企
業
者
と
消
災
者
間
の
契
約
の
特
郎

第
一
白
糸
潟
地
用
範
関

第
一
一
波
…
般
級
建

ω
取制的抑制

ω
絞
託
児
制
脱
却
山

ω
不
均
羽
契
約
の
開
削
成
後
件
け

ω
解
約
金

川

w

m
概
略
叫
担
保
災
筏

仙
川
代
恕
綴
の
抑
制
聞
と
口
一
践
に
よ
る
受
珠
山

間
指
図
式
手
形
の
禁
止

仙
川
給
料
綴
波
の
然
沈

川
間
期
限
の
樹
問
地
人
以
ふ
ん
本
門
乃

序

(
州
内
∞
の
『
の
)

5
T汁

u
t
、

4
4
4村
伸
ト
k

一
九
七
九
年
に
制
定
さ
れ
た
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
消
資
者
保
護
法

と
そ
の
法
理

ω

b時

藤

良

(
州
内

c
g
c
g
g
Zロ
mS5Nm沼
田
四
円

N
S吋
ゆ
い
わ
い

5nvα
の
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会
条
文
の
試
訳
と
そ
の
特
白
を
論
述
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
間
法
に
関
す
る
法
理
論
の
詳
細
な
研
究
は
、
聞
の
機
会
に
ゆ
ず
る
ζ

と

と
す
る
が
、
筆
者
が
従
来
か
ら
研
究
を
し
て
い
る
消
費
者
信
用
法
の
比
較
法
的
研
究
の

践
と
し
て
の
役
割
吾
、
本
稿
が
担
う
も
の
で
あ

る
こ
と
を
付
記
す
る
。

こ
の
一
九
七
九
年
の
「
消
費
者
保
護
法
」
(
穴
∞
与
の
)

lま

ハ
イ
ン
ツ
・
ク
ラ
イ
チ
の

っ
し
ぶ
」
品
、

1

i

 

…
九
七
九
年
一

O
月

臼
施
行
の
消
資
者
保
護
法
ほ
ど
、
過
去

0
年
間
に
制
定
さ
れ
た
知
何
な
り
法
律
よ
り
も
、

一
般
契
約
法
を
包
括
的
か
っ
根
本
的
に
改
革

し
た
法
律
は
な
い
。
同
法
の
遣
要
な
喪
命
は
、
商
取
引
に
お
い
て
不
得
手
で
あ
る
か
、

あ
る
い
は
そ
の
他
圧
倒
さ
れ
た
契
約
当
事
者
の
利

益
の
た
め
に

(Nロ
B
ぐ
0
3白
山
{
〈
叩
門
町
出
口
仏
四
日
ロ
ロ
mmmnY44白
各
自
門

O
仏mw
吋
由
。
ロ
m片
口
三
∞
ユ
omOMM四
円
〈
自
立
吋
白
ぬ
呂
田
ユ
ロ
0
5
、
契
約
に
お
け
る

実
質
的
公
平
を
お
め
る
べ
く

(
N
C

宮
E
Zロ
ミ

gzm吋
包
帥
件
。
円
山
由
}
}
叩
『
〈
∞
ユ
吋
括
的
偽
印
『
叩
門
町
内
山
内
一
r円
四
日
付
)
、
法
律
行
為
の
関
係
に
お
い
て
、

広
く
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
契
約
の
自
由
(
佳
刊
さ
白
片
付
m
o
y
g円山内
O
門HH足
。
〈
四

2
3
m川
町
内
吋
三
ぴ
四
日
付
)
脅
ば
制
限
せ
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
が
、

内

2
}

の
諸
問
題
と
の
対
決
を
余
儀
さ
れ
た
一
、
と
云
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
、
同
法

そ
の
た
め
に

は
、
制
度
(
秩
序
)
政
策
上
お
よ
び

は
ま
さ
に
酒
則
的
立
法
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
に
、
立
法
後
に
残
さ
れ
た
問
題
も
多
い
わ
け
で
ゐ
る
。

誌
は
、

ζ 

の

で
、
す
べ
て
の
問
題
が
解
決
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
突
施
に
伴
い
、
毎
日
新
し
い
問
題
が
提
起
さ
れ
る
た
め
、

間
法
の

の
適
用
を
推
進
す
る
に
は
、
未
解
決
な
疑
問
ぞ
可
能
な
限
り
す
み
や
か
に
、
周
辺
が
得
ら
れ
る
方
法
で
、

(
3
)
 

え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が

v

痛
感
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
解
決
ぞ
与

消
費
者
保
護
法
は
(
間
ω
n
F
O
)
、

編
0l 

ケ
条
の
条
文
か
ら
な
っ
て
い
る
。

総

一
川
町
間
ふ
1

曲、

裏切

'
t

一
企
業
者
と
消
費
者
間
契
約
の
特
間
し

(切白
m
Oロ門日開門白∞
g
E
5
5ロロぬ白

D
E円
〈
∞
江
g
m
o
N名目的
n
y白
H
M
C
E
叩吋
HgyHHH日
司
ロ
ロ
ロ
仏
〈
叩
吋
ぴ
吋
白
c
n
v
o
「
ロ
)
と
臨
し
て
、
金
一
一

ら
持i

成
さ
れ
て
お
り
、

第
一
家
は
、

同
法
の
適
用
範
囲
(
の
三
Z
M
M
m
m
z
s
u
y
)
を
明
定
し
(
金
二
ケ
条
)
、

第

に
お
い
て
、

一
般
規
定

〈
〉
口
問
。
5
0山
口
白
河
骨
m
m
w
E
)
(
会
十

ケ
条
)
号
、

に
お
い
て
、
特
殊
な
契
約
の
種
類
(
∞

2
0ロ
ハ
目
。
吋
由
〈
白
ユ
門
間
怒
号
宮
口
)

に
関
す

る
規
定
(
金
十
三
ケ
条
)
を
設
け
て
い
る
。

第
二
編
は
、
「
間
体
訴
訟
」
(
〈
叩
手
自
己
的
詑
出
向
叩
)
の
規
定

ケ
条
)
で
あ
り
、
第
一
一
一
編
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• Krejci，
 Ko
n
s
u
m
e
n
t
e
n
s
c
h
u
t
z
 u

n
d
 A

B
G
B
.，

 O
Z
W
 1977 

S. 
65ff. 

・
Krejci/

S
c
h
i
l
c
h
e
r
 /

 Steiniger
，

 Ko
n
s
u
m
e
n
t
e
n
s
c
h
u
t
z
，

 AB
G
B
.
 u
n
d
 V
e
r
f
a
h
r
e
n
s
r
e
c
h
t
，

 Ma
n
z
 1978. 

.
 We
l
s
e
r，

 Da
s
 K
o
n
s
u
m
e
n
t
e
n
s
c
h
u
t
z
g
e
s
e
t
z，

 Wi
r
t
s
c
h
a
f
t
s
b
e
r
i
c
h
t
巴
d
e
r

C
A
-
B
a
n
k
v
e
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e
i
n
 ]g. 

1979 
Nr. 

2
 S. 

6. 

• F
r
i
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d
b
e
r
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u
n
d
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n
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m
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e
n
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t
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 An
w
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S. 

258 ff. 
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e
l
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m
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e
n
 z

u
m
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n
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ff. 

• S
c
h
u
m
a
c
h
e
r ，

 Kf
z
-
L
e
a
s
i
n
g
 u

n
d
 K
o
n
s
u
m
e
n
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u
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 d
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 d
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r
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消
費
者
保
護
法
の
内
容

第

編

企
業
者
と
消
費
者
間
の
契
約
の
特
別

第

適
用
範
間
百
四

}
Z
p
m
m
σ
2
a
n
y
)

条
I_j 

第
一
頃

本
編
は
、
左
の
場
合
に
お
け
る
法
律
行
為
に
関
し
、

こ
れ
を
適
用
す
る
。

1 

一
方
に
お
い
て
、

当
該
取
引
が
、

そ
の

に
と
っ
て
自
己
の
企
業
の
鷲
業
に
隠
す
る
者

C
白川口即ロ門
Y

宗
門
母
白
骨
加
の

g
n
y邸内付

こ
〈

C
5
2ロ叩
y
g
o門
〉
と
略
説
)
、
お
よ
び

(
〕

O
H
H
M

担
豆
噂
宗
門
仏
告
白
丘
四
回
口
一
円
伊
丹

N
Z
丹
江
内
向
付
)

(
以
下
一
消
費
者

N
c
g
∞
え
ユ
各
回
目

H

括的

C
ロ
z
g
o
y
g
g間
宮
5
2
)
(以
下

2
、
他
方
に
お
い
て
、

そ
の
者
に
と
っ
て
こ
れ
が
該
当
し
な
い

〈
〈
白
円
買
窓
口
V
O
門
〉
と
略
称
)
、

(
5
)
 

が
、
そ
の
法
律
行
為
に
関
与
し
て
い
る
と
き
。

第
二
項

前
項
第
一
号
の
怠
味
で
の
企
業
と
は
、
独
立
し
た
経
済
活
動
を
営
む
、
長
期
的
に
設
立
さ
れ
た
す
べ
て
の
間
体

c
a
o
恒
三
む
き
叩
門

知口問刊日刊
m
g
C門
官
三

mz-oロ
印
白

}σ
出
片
山
口
門
口
曹
司
君
-
ユ
田

ny阻
止
ロ
ロ
ぴ
白
円
寸
昨
日

m
w
a
d
を
い
い
、
こ
れ
に
は
営
利
奇
図
的
と
し
な
い
間
体
も

〈

(HE
円
一
印
式
加
の
宮
印
刷
ν
叩門的
C
ロ
日
ロ
乱
。
由
。
]
町
内
出
口
付
}
山
口
町
H
O

口
問
白

ny仲間同町叩日付申ロ

5 
8 
0 
い句

出

ul 

C I~ 

き i去
二 j二
(tの

g苧
四人
間~ . 

ぇεlそ

こ
れ
を
常
に
企
業
と
看
倣
す

含
ま
れ
る
。

〔
第
二
条
〕

項
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